
農業協同組合　御中 No.42

（とれたて元気市担当部署）

１．週間売上上位品目（1月13日～1月1+9日）

品目 点数 前週比 平均単価 品目 点数 前週比 平均単価

1 ほうれん草 2,797 152      1 みかん 1,669 266
2 白ねぎ 2,603 113      2 レモン 464 181
3 だいこん 1,995 115      3 ネーブル 362 335
4 菌床生しいたけ 1,885 199      4 紅ほっぺ 211 487
5 キャベツ 1,842 169      5 キウィフルーツ 195 136
6 はくさい 1,483 195      6 ポンカン 164 319
7 青ねぎ 1,295 99        7 リンゴ 103 480
8 春菊 1,179 153      8 イチゴ 80 500
9 にんじん 1,061 132      9 はるか 68 350

10 れんこん 1,013 229      10 はっさく 67 219

11 里芋 944 183      

12 サラダ水菜 936 139      品目 点数 前週比 平均単価

13 ばれいしょ 820 152      1 輪ギク 564 273

14 トマト 791 274      2 スプレーギク 453 263

15 えのき 721 151      3 スイセン 426 201

16 小かぶ 715 143      4 ユリ 376 233

17 小松菜 684 168      5 その他切り花 306 220

18 ブロッコリー 534 148      6 バラ 111 320
19 かぼちゃ 521 137      7 ラン切花 104 350
20 ごぼう 480 205      8 蝋梅（ろうばい） 89 266
21 金時人参 469 127      9 サカキ 87 222
22 チシャ 460 119      10 ストック 85 200
23 せり 381 120      ※前週比は前週の売上点数との上下を

24 さつまいも 326 186        示しています。なお、　　は点数増加、　　は

25 ミニトマト 320 246      点数減少、　はランク外からの売上上位進出。

26 かぶ 316 128      
27 ミディトマト 274 266      
28 きゅうり 206 161      
29 レタス 204 140      
30 しょうが 201 257      

野菜（売上：474万円　構成比：40.5％）
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花き(売上65万円　構成比5.6％)

果物(売上：75万円　構成比6.7％)

【野菜】 
・サラダ水菜（200ｇ）150円前後 
・小松菜（200ｇ）150円前後 
・ほうれん草（200ｇ）120～150円 
・春菊（200g）150円～ 
・高菜（200g）100円 
・葉玉ねぎ（400g前後） 
            150～180円 
・白ねぎ（2～4本）120円前後 
・キャベツ（1kg前後）120～180円 
・だいこん100～150円/本 
・葉付大根120～180円/本 
※葉がしおれた段階で、鮮度劣化
とみなされます 
・にんじん（400袋）130～150円 
・はくさい100円前後/kg 
・さつま芋（500ｇ前後） 
         150円～200円 
・里芋（400ｇ～500ｇ） 
         150円～250円 
【果物】 

・りんごが不足です！ 
 
【豆類】 
・小豆（300g）300円前後 
・黒大豆（300g）400～500円 
※これらは加工品同様に、表示の
チェックを受けてください 
 
◎量目はあくまで参考です。 

<客数：人>   
  (日)1,307 (月)1,041 (火)916  (水)804  (木)847  (金)891  (土)1,351 
<売上：万円> 
  (日)296 (月)174 (火)144 (水)124 (木)134  (金)157  (土)269 

■農薬を使用の際は、適用作物、使用時期、使用方法を十
分に確認して使用してください。 
■生産履歴（栽培記録）を確実に記帳し、とれたて元気市が
提出を求めた場合には必ず提出をお願いします。 

 年明けから引続き、白菜
と白ねぎ以外の野菜の入
荷が不足し、売場が空い
ています。 
 果物はりんごの入荷が
薄く、今年はいちごの入荷
も遅れているようです。 
 また、「花き」についても、
依然として入荷が非常に
少ないです。出荷にご協
力をお願いいたします。 

 加工品の出荷についてはもちろんですが、
野菜を袋詰め（特にカットして包装）する際、異
物の混入には十分ご注意ください。 
 
 一番混入するリスクの高い異物として、毛髪
が挙げられます。また、過去には虫の死骸な
どの混入がありました。 
 袋詰め作業の際には、帽子や衛生キャップ
を被って作業することをおススメします。 
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